
小児科向け
多文化対応力向上講座

こちらのリンク・二次元バーコード
からお申し込みください。

https://willap.jp/p/acc_4614/2025tab
unkakouza_pediatrics/

申込締切：2025年6月30日（月）
　　　　　17:00まで
　　

言語や文化背景が多様な子どもを地域で診察するには

※問合せメールには件名に「小児科向け多文化対応力向上講座」と明記してください。

主催・問合せ：（公財）かながわ国際交流財団　多文化共生グループ　
TEL:045-620-4466 （平日8:45-17:30) Email: tabunkajoin@kifjp.org（担当：福田）　　　

オンラインセミナー

2025年7月5日（土）
時間：15:30～17:30 

  
開催方法：オンライン開催（Zoom）   
定員：30名（先着順）　
費用：無料

神奈川県内の小児科
医師・看護師・事務職員　等

※外国人患者の受け入れがまだできていない病院の方も、　
　すでに受け入れている病院の方もどちらでも参加対象で
　す。
※県外から参加を希望される方は、ウェイティングリスト　
　に登録します。締め切り後に空きがあれば参加可です。

対象 申込み

　神奈川県では両親もしくは一方が外国籍である親から生まれ
る赤ちゃんの割合は６％を超えています。また、出生後の来日
もあるため、地域の学校では「外国につながる子ども」の編入
学が増え続けています。

　言語や文化の面で違いがある外国人患者にどう対応したらい
いか、悩んでいる小児科も増えていると思います。
皆さんの小児科では、外国人患者の受け入れはどうしています
か？この機会に、外国人患者の受け入れについて一緒に考えて
みませんか？

　この講座では、国際医療分野で長年にわたりご活躍なさって
いる中村先生、外国人の多く住む地域の小児科で外国人診療に
日々携わっている高橋先生から「ヒント」を学びます。そし
て、参加者からの悩みや質問などを聞きながら、皆さんで今後
の小児科での外国人患者の受け入れについて考えます。
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